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1. 再送 第 3 回研修会の開催について（P6～7） 

2. 再送会員並びに年金・労働総合相談所相談

員第 2 回研修会の開催について（P8～9） 
 

 

1. 研修会の予定 

2月26日(木) 

いわき 

ワシントン

ホテル 

第3回 

研修会 

13：30～

17：00 

「ワークライフバランス推進のための

労務管理」 

福島労働局

雇用均等室

担当者 

「昨今の労働法改正に伴い、おさえて

おきたい雇用関係助成金とその活用」

～人材活用や人事制度の導入、法改正

に活用したい助成金～ 

特定社労士 

渡辺葉子氏 

3月4日(水) 

福島テルサ 

相談所  

第2回  

研修会 

13：30～

16：30 

・問題社員に関する対応の仕方につい

て（仮題） 

・「多様な正社員」に対する労務管理に

ついて（仮題） 

弁護士 

野口 大氏 

※各種研修会の詳細については、別添案内をご確認ください。参加を希望される場合は、 

「参加申込書」にご記入いただき 2 月 20 日（金）までに県会事務局までお申込みください。 
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2. 年金・労働総合相談所について≪これまでの相談件数≫ 

 

 

 

 

＜次回相談員＞ 

○年金・労働総合相談所 

【2/25】 

 ・大原百合・村山敦子 

 

○被災者支援無料相談会 

【2/18】佐川弘行 

【3/4】 鈴木健夫 

 

 

 

 

みなさまこんにちは。電子申請してますか？ 

このコラムももうすぐ 20回を目前にしておりますとネタも尽きて

くるというもので、とりあえず月刊社労士を見直したところ、昨年の

10 月号に「電子申請は、本当に便利か？」という総務省行政管理局

の齋藤壽男室長が書かれているページがあり、室長のまとめとして、

メリットは多数あるものの、やっぱり何をどうしたらいいか分から

ない方にはハードルが高いという結論にいたっているようです。 

電子申請を行わない理由は、いわゆる食わず嫌いな方が多数で、やってみて便利さを感じ

た先生は、そのまま電子申請を行っているということでしょう。この食わず嫌いな方を如何

に電子申請を行って頂けるかを考えると、かなり難しい問題なんだと思います。パソコンの

操作が難しいとか、そもそもネット環境が無いといった問題もあるでしょうし、窓口の職員

と会話するのが楽しい先生もいられるかもしれません（実は私は結構好きです）。 

そのなかでまた月刊社労士なんですが 12 月・1 月号と e-Gov 電子申請早わかりというコ

ーナーはとても解り易く、初心者の方が読んでも理解できるのではないでしょうか。そこの

中の記事に、平成 25 年度の電子申請の手続きで最も多かったのが、雇用保険の被保険者資

格取得届が 32 万件とのことでした。この件数は個人的にはまだまだ少ないなとの印象を受

けます。今年度はもう少し増えていると思いますが、まだまだ普及しているとは言い難い件

数です。 

今後も様々な意見を基に使いやすいように改良はされることでしょうし、申請できる書類

も増えていくのは間違いないでしょう。 

是非まだ電子申請をやったことが無い先生、もうすぐ春が来て、新しいことを始めるには

ちょうど良い季節です。食わず嫌いはやめて、ちょっと電子申請をかじってみてはいかがで

しょうか？ 

   電子化推進特別委員会 委員 鈴木俊一 （会津支部） 

 

 

 

 

1. 第 11 回特別研修及び代理業務試験について  

◇ 研修の内容は、①中央発信講義（30.5 時間）、②グループ研修（18 時間）、③ゼミナ

ール（15 時間） 総 63 時間＋30 分の研修となります。 

実施 

年金・労働総合相談所 

労働 年金 

申込件数 相談件数 申込件数 相談件数 

26 年度(12 月) 6 件 7 件 7 件 7 件 

1/28(水) 0 件 0 件 2 件 2 件 

今年度実績 6 件 7 件 9 件 9 件 

総計 H15.6～27.1 150 件 19.7～27.1 102 件 

実施 

被災者支援無料相談会（県会事務局） 

労働 年金 

申込件数 相談件数 申込件数 相談件数 

1/14～2/4 2 件 2 件 4 件 4 件 

連合会情報 

電子申請どうでしょう【第 18 回】 
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◇ 第 11 回特別研修の実施時期は以下のとおりです。 

中央発信講義及びグループ研修 

平成 27 年 9 月 26 日（土）～10 月 25 日（日）までの期間 

 中央発信講義及びグループ研修の日程等は検討中です。決まり

次第月間情報に掲載いたします。 

ゼミナール 平成 27 年 11 月 13 日（金） ６時間 

11 月 14 日（土） ６時間（同上） 

11 月 21 日（土） ３時間（午前） 

代理業務試験     11 月 21 日（土） ２時間（午後予定） 

2. 連合会ＨＰ会員専用ページ情報 

以下について、連合会ＨＰ会員専用ページに掲載されておりますので、ご確認ください。 

http://www.shakaihokenroumushi.jp/social/explanation.html 

＜通達情報＞ 

 国民年金の特定保険料を納付する場合に納付すべき額を定める件について 

 国民年金保険料免除・納付猶予申請書等の新様式について 

 「公的年金制度の健全性及び信頼性の確保のための厚生年金保険法等の一部を改正

する法律」等の一部の施行に伴う特定保険料に係る事務の取り扱いについて 

3. 参考図書の頒布のご案内 

連合会の編集による社会保険労務六法等平成 27 年版参考図書を頒布しております。 

購入希望の方は、「月刊社労士 11 月号」巻末の申込案内か、連合会ＨＰをご覧いただ

き、直接連合会までお申し込みください。県会では販売はしておりませんのでご注意く

ださい。 

連合会ＨＰ http://www.shakaihokenroumushi.jp/general-person/book/ 

 

 

 

  ＜第3回いわき支部研修会＞ 

1. 日 時 平成27年2月20日(金)  14：00～17：00 

2. 場 所 いわき市生涯学習プラザ 研修室 

  福島県いわき市平字一町目1番地ティーワンビル４階 Tel.0246-37-8888 

3. 内 容 ①改正パートタイム労働法について（仮題）14：15～14：45 

   講 師 福島労働局雇用均等室 担当者 

     ②マイナンバー法について（仮題）15：00～16：30 

    講 師 いわき支部 牧野祐一 会員 

4. 受講料 いわき支部会員：無料  他支部会員：1,000円（資料代） 

5. 懇親会 「エコール・ド・ニースいわき」（会費 5,000円（税込））17：30～19：30 

  いわき市平白金2-10 夜明け市場内 Tel：0246-38-7341 

6.  申込み   2月13日（金）までにいわき支部までＦＡＸかメールにてご連絡下さい。 

        Fax：0246-31-0980 E-mail：komae-sr@sweet.odn.ne.jp 

図 書 名 
特別価格 

（税込・送料込） 

社会保険労務六法平成 27 年版 

（平成 26 年 12 月発行） 
7,200 円 

社会保険労務ハンドブック平成 27 年版 

（平成 26 年 11 月発行） 
3,600 円 

支部 

http://www.shakaihokenroumushi.jp/social/explanation.html
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1. 「医療関係者の労務管理セミナー」開催のお知らせ  

              ・・・福島県医療労務管理相談コーナー  

平成 27 年 2 月 19 日（木）コラッセふくしまにおいて、医療機関で働く方々を対象に

「医療関係者の労務管理セミナー」を開催いたします。参加費は無料です。 

詳細は、別添チラシをご覧ください。 

2. 労働契約法等セミナーのご案内（チラシ）・・・福島労働局  

3. 申請書・届出書の新様式への切り替えについて（チラシ）・・・協会けんぽ 

4. 平成 27 年度各種免許試験案内 

必要に応じて免許・資格の種類、試験日程等についてご確認ください。 

東北安全衛生技術センター http://www. exam.or.jp/ 

5. 最新情報・健保クイズを配信・・・協会けんぽ 

協会けんぽ福島支部では、毎月５日前後にメールマガジンを配信しております。配信

登録は無料です。下記ホームページアドレスからご登録ください。 

検索サイトより「協会けんぽ福島 配信登録」の検索でも接続いただけます。  

http://www.kyoukaikenpo.or.jp/13,47622,78,639.html 

6. 社会保険ふくしま（財団法人福島県社会保険協会発行）については、ホームページをご

覧ください。福島県社会保険協会 HP http://www.f-shimakyoukai.or.jp 

 

 

※ 会報及び会員名簿の送付について 

会報「社労士ふくしま」及び平成 27 年 2 月 1 日付会員名簿を同封いたしました。会員

名簿において、万一、掲載事項に誤りがございましたら、お詫び申し上げますとともに事務

局までご連絡くださいますようお願いいたします。 

福島県社労士会事務局（TEL024-535-4430 FAX024-534-5432） 

※ 県会 HP （http://fukushima-sr.jp）への月間アクセス数情報 

1 月 1 日～31 日 総アクセス数 1,215 

内訳：新規 740 

リピーター 475 

会務報告及び予定 

1月  9日 新年あいさつ周り、行政書士会新年賀詞交歓会（郡山ビューホテルアネックス） 

      福島労働局職業安定課との雇用保険電子申請利用促進に関する打合せ（労働局） 

   15日 連合会新春賀詞交歓会（パレスホテル東京） 

   20日 労務診断結果報告会（福島県社会福祉協議会） 

街角の年金相談センター福島年金出張相談会（アオウゼ） 

     21日  第5回福島県地域年金事業運営調整会議（コラッセふくしま） 

 医療労務コンサルタントフォローアップ研修（南東北総合卸センター協同組合） 

   22日 東北福島年金事務所との定例会議（東北福島年金事務所） 

   23日 年金相談員スキルアップ伝達研修（南東北総合卸センター） 

   23日 成年後見制度特別委員会（事務局） 

   24日 柴山武氏（土地家屋調査士会）黄綬褒章受章記念祝賀会（ホテル辰巳屋） 

   27日 復興支援年金・労働無料相談会及びセミナー（福島県立医科大学付属病院） 

   28日 第141回年金労働総合相談所（事務局） 

   30日 福島県司法書士会新年会（ホテル福島グリーンパレス） 

事務局だより 

関係機関だより  

http://www.kyoukaikenpo.or.jp/13,47622,78,639.html
http://www.f-shimakyoukai.or.jp/
http://fukushima-sr.jp/
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2月   5日 街角の年金相談センター運営部長会議（浜松町東京會舘） 

 6日 理事会・幹事会（ホテル辰巳屋） 

   10日 福島支部第3回研修会（コラッセふくしま） 

   13日 復興支援事業無料相談会・セミナー（いわき中央台公民館） 

   17日 街角の年金相談センター福島出張年金相談（アオウゼ）  

   19日 東邦銀行無料相談会（会津・原町・いわき） 

20日 いわき支部第3回研修会（いわき市生涯学習プラザ） 

20日 年金機構東北ブロックとの連絡会議 

（東北福島年金事務所） 

25日 第142回年金・労働総合相談所（事務局） 

26日 第３回研修会（いわきワシントンホテル） 

3月  4日 年金労働総合相談所第2回研修会（福島テルサ） 

 

会員異動報告 

       同封の会報をご覧ください。 

 

 

 

政 連 だより 
社会保険労務士政治連盟（以下「政治連盟」）の目的は、社会保険労務士の社会的・経済

的地位の向上と社会保険労務士制度の発展を図るため必要な政治活動を行うことである。 

政治連盟は、社会保険労務士全体のために活動することを目的としており、決して特定

の党や個人の政治目的のため活動するものではない。（社会保険労務士政治連盟運営の基

本方針より要約抜粋） 

 

【活動報告】 

〇１月16日 議員会館へ福島県選出議員を表敬訪問（宍戸政連会長、金子県会会長）  

 

先の臨時国会における社会保険労  

務士法改正にご協力いただいた増子

輝彦参議院議員、第47回衆議院議員総

選挙で推薦し、当選された玄葉光一郎

議員、根本匠議員の議員会館を訪問い

たしました。 

（金子恵美議員は、地元での活動のた

め議員会館の事務所は当日閉所） 

 

 

 増子輝彦参議院議員と 

 


